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昭

和

四

十

五

年

五

月

二

日

提

出 

質

問

第

六

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

宗
教
団
体
の
政
治
的
中
立
性
の
確
保
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書 

昭
和
四
十
五
年
五
月
二
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

船 
 

田 
 
 

中 

殿 

 

提 

出 

者 
 

春 

日 

一 

幸 

 

一 

 



 

四
月
二
日
付
再
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
は
、
そ
の
内
容
が
本
件
質
問
の
核
心
に
つ
き
公
正
な
る
認
識
と

理
解
を
欠
き
、
こ
れ
を
こ
の
ま
ま
不
問
に
付
す
る
と
き
は
、
宗
教
団
体
に
信
教
の
自
由
の
ほ
し
い
ま
ま
な
る
濫
用

を
認
め
、
ひ
い
て
は
一
宗
専
制
、
一
党
独
裁
を
招
来
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
と
考
え
る
。 

一 

答
弁
書
は
、
宗
教
団
体
が
、
公
職
の
候
補
者
を
推
薦
し
、
ま
た
は
支
持
し
た
結
果
、
こ
れ
ら
の
者
が
公
職
に

就
任
し
て
国
政
を
担
当
す
る
に
い
た
る
よ
う
な
状
態
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
当
該
宗
教
団
体
と
国
政
を
担
当
す

る
こ
と
と
な
つ
た
者
と
は
、
法
律
的
に
は
、
別
個
の
存
在
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
当
該
国
政
を
担
当
す
る
こ

と
と
な
つ
た
者
が
、
国
権
行
使
の
面
に
お
い
て
、
当
該
宗
教
団
体
の
教
義
に
基
づ
く
宗
教
的
活
動
を
行
な
う
等

宗
教
に
介
入
し
、
ま
た
は
関
与
す
る
こ
と
が
な
い
限
り
、
憲
法
に
抵
触
す
る
も
の
と
は
解
さ
れ
な
い
と
述
べ
て 

 
よ
つ
て
、
こ
こ
に
、
さ
ら
に
重
ね
て
政
府
の
確
固
た
る
見
解
を
訊
し
た
い
。 

宗
教
団
体
の
政
治
的
中
立
性
の
確
保
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書 

三 

 



 

か
く
て
は
、
政
権
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
公
明
党
が
宗
教
的
活
動
を
行
な
う
こ
と
が
な
い
限
り
、
創
価

学
会
が
い
か
な
る
政
治
的
活
動
を
行
な
つ
た
と
し
た
と
し
て
も
、
憲
法
上
許
さ
れ
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
が
、
そ
れ
で
よ
い
の
か
ど
う
か
。 

果
た
し
て
し
か
ら
ば
、
公
明
党
が
政
権
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
、
創
価
学
会
の
教
義
に
基
づ
く
宗

教
的
活
動
を
行
な
う
こ
と
が
な
い
限
り
、
公
明
党
が
、
創
価
学
会
の
教
義
に
基
づ
き
、
政
治
上
の
権
力
を
行
使

し
た
と
し
て
も
、
創
価
学
会
と
公
明
党
と
は
、
法
律
的
に
は
、
別
個
の
存
在
で
あ
る
か
ら
、
憲
法
上
許
さ
れ
る

も
の
と
、
政
府
は
解
す
る
の
で
あ
る
か
。 

こ
れ
は
、
具
体
的
に
は
、
創
価
学
会
の
支
持
す
る
公
明
党
が
政
権
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
つ
て
も
、
創
価
学

会
と
公
明
党
と
は
、
法
律
的
に
は
、
別
個
の
存
在
で
あ
り
、
公
明
党
が
創
価
学
会
の
教
義
に
基
づ
く
宗
教
的
活

動
を
行
な
う
こ
と
が
な
い
限
り
、
憲
法
に
牴
触
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
る
。 

い
る
。 

四 

 



 

三 

創
価
学
会
は
、
日
蓮
正
宗
教
学
を
教
義
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
蓮
正
宗
教
学
の
特
徴
は
、
日
蓮
本
仏
論
と

本
門
戒
壇
論
で
あ
る
。 

二 
創
価
学
会
と
公
明
党
と
は
、
「
と
も
に
日
蓮
大
聖
の
教
え
を
奉
じ
、
王
仏
冥
合
を
め
ざ
す
私
ど
も
の
同
体
異 

名
の
団
体
で
あ
り
ま
す
。
…
…
…
永
久
に
創
価
学
会
と
公
明
党
は
、
一
体
不
二
の
関
係
で
進
ん
で
い
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
」（
「
新
時
代
の
指
導
原
理
、
王
仏
冥
合
」
青
年
部
最
高
幹
部
会
に
お
け
る
池
田
会
長
の
話
、
大

白
蓮
華
四
十
年
九
月
号
掲
載
）
と
、
池
田
会
長
が
語
つ
て
い
る
と
お
り
、
法
律
的
に
は
、
別
個
の
存
在
で
あ
る

と
し
て
も
、
実
質
的
に
は
、
永
久
に
同
体
異
名
、
一
体
不
二
の
関
係
に
あ
る
か
ら
、
政
党
た
る
公
明
党
が
、
創

価
学
会
の
教
義
に
基
づ
き
、
政
治
上
の
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
は
、
即
、
宗
教
団
体
た
る
創
価
学
会
が
政
治
上

の
権
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
り
、
憲
法
に
牴
触
す
る
も
の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

第
一
に
、
日
蓮
本
仏
論
と
は
、
末
法
の
時
代
に
お
け
る
釈
迦
は
脱
仏
で
あ
り
、
日
蓮
こ
そ
本
仏
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
つ
て
、
日
蓮
か
ら
法
脈
を
相
承
し
て
い
る
建
前
の
大
石
寺
の
歴
代
住
職
の
日
蓮
正
宗
法
主 

五 

 



 

第
二
に
、
本
門
戒
壇
論
と
は
、
本
門
の
本
尊
、
本
門
の
題
目
、
本
門
の
戒
壇
を
三
大
秘
法
と
呼
び
、
本
尊
は

釈
迦
、
題
目
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
さ
れ
た
が
、
戒
壇
は
、
本
仏
日
蓮
の
遺
命
と
し
て
、
将
来
、
広
宣
流
布
の
際

に
建
立
さ
る
べ
き
も
の
と
説
か
れ
て
い
る
。
戒
壇
と
は
、
戒
を
授
け
る
大
御
本
尊
を
ま
つ
る
中
心
施
設
で
あ 

 

り
、
王
法
と
仏
法
が
合
致
し
、
国
の
最
高
権
力
者
も
民
衆
も
正
法
に
帰
依
し
、
理
想
の
世
界
が
実
現
し
た
と
き

に
、
国
立
戒
壇
が
建
立
さ
れ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
国
立
戒
壇
は
、
聖
教
新
聞
（
三
十
年
四
月
二

十
四
日
付
）
社
説
に
よ
れ
ば
、「
大
折
伏
の
結
果
国
を
挙
げ
て
日
蓮
正
宗
の
信
徒
と
な
つ
て
こ
の
吾
が
国
か
ら
一

切
の
邪
宗
教
群
を
一
掃
し
終
つ
た
後
に
、
国
会
の
議
決
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
さ

れ
て
い
る
。 

は
、
地
上
に
お
け
る
本
仏
の
代
理
者
と
な
り
、
超
絶
的
な
権
威
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
同
宗
法
主
を

媒
介
と
し
て
、
本
仏
日
蓮
の
宗
教
的
権
威
を
一
身
に
体
現
し
て
い
る
の
が
、
在
俗
信
者
を
代
表
す
る
法
華
講
総

講
頭
で
あ
り
、
創
価
学
会
会
長
で
あ
る
池
田
大
作
氏
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。 

六 

 



 

四 

公
明
党
は
、
創
価
学
会
の
教
義
に
基
づ
き
、
王
仏
冥
合
の
達
成
、
す
な
わ
ち
、
個
人
の
幸
福
と
社
会
の
繁
栄

の
一
致
を
め
ざ
す
宗
教
政
党
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
そ
の
綱
領
を
い
か
に
変
改
し
、
粉
飾
し
よ
う
と
も
、
は
た

ま
た
、
い
か
に
形
式
的
に
人
事
を
創
価
学
会
と
切
り
離
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
本
質
は
、
い
さ
さ
か
も
変
わ
る

は
ず
が
な
い
。 

創
価
学
会
は
、
以
上
の
よ
う
な
日
蓮
正
宗
教
学
を
教
義
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
体
異
名
、
一
体
不

二
の
公
明
党
を
し
て
政
権
を
獲
得
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
教
義
の
実
践
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

政
教
一
致
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
結
果
的
に
憲
法
第
十
二
条
の
自
由
の
濫
用
禁
止
の
規
定
に
違

反
す
る
も
の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

王
仏
冥
合
と
は
、
「
王
法
と
仏
法
と
が
冥
合
す
べ
き
で
あ
る
。
王
法
と
は
一
国
の
政
治
、
仏
法
と
は
一
国
の 

 

宗
教
を
意
味
す
る
。
宗
教
が
混
乱
す
る
時
に
は
国
の
政
治
も
混
乱
す
る
。
…
…
社
会
の
繁
栄
が
即
個
人
の
幸
福 

か
く
の
ご
と
き
は
、
国
家
仏
教
の
思
想
に
基
づ
く
も
の
と
断
ず
べ
き
で
あ
る
。 

七 

 



 

ま
た
、
池
田
大
作
会
長
の
「
王
仏
冥
合
の
新
時
代
へ
」
と
題
す
る
講
演
に
よ
れ
ば
、
本
門
戒
壇
こ
そ
、
国
家
泰

平
、
世
界
平
和
祈
願
の
根
本
道
場
で
あ
り
、
「
日
本
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
い
な
全
世
界
の
人
々
が
懺
悔
滅
罪
を 

 
 

行
な
う
場
」
で
あ
り
、
「
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
指
導
者
た
ち
が
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
願
す
る
根
本
道
場
」

で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。 

と
一
致
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
昔
か
ら
の
政
治
の
悩
み
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
日
蓮
大
聖
人
が
、
政
治
と
個

人
の
幸
福
と
は
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
主
張
遊
ば
さ
れ
た
の
が
王
仏
冥
合
論
で
あ
る
。
社
会
の
繁
栄
は
、

一
社
会
の
繁
栄
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
全
界
が
一
つ
の
社
会
と
な
つ
て
、
全
世
界
の
民
衆
が
そ
の
ま
ま
社
会

の
繁
栄
を
満
喫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
王
法
と
仏
法
と
の
冥
合
で
あ
る
。
」（
「
王
仏
冥
合
論
」
創
価
学

会
会
長
戸
田
城
聖
）
と
、
王
仏
冥
合
論
は
、
こ
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。 

公
明
党
は
、
以
上
の
よ
う
な
教
義
に
基
づ
き
、
政
治
上
の
権
力
を
行
使
す
る
た
め
、
政
権
を
め
ざ
す
宗
教
政

党
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
放
任
す
る
と
き
は
、
昭
和
年
代
の
国
体
明
徴
運
動
が
、
祭
政
一
致
と
か
八
紘
一
宇
と 

八 

 



 

五 

わ
が
国
の
憲
政
史
を
概
観
す
る
に
、
大
正
の
後
半
か
ら
昭
和
の
初
頭
に
か
け
、
昭
和
軍
閥
と
呼
ば
れ
る
体
制

が
現
わ
れ
、
こ
れ
が
右
翼
指
導
者
や
革
新
官
僚
と
結
び
つ
く
に
い
た
り
、
三
月
事
件
、
十
月
事
件
、
血
盟
団
事

件
、
五
・
一
五
事
件
、
二
・
二
六
事
件
、
神
兵
隊
事
件
等
を
起
こ
し
、
ま
た
、
満
州
事
変
、
支
那
事
変
を
起
こ

し
、
つ
い
に
わ
が
国
は
大
東
亜
戦
争
に
突
入
し
て
、
悲
惨
な
る
敗
戦
を
招
い
て
い
る
。 

そ
の
思
想
的
根
拠
と
な
つ
た
の
が
、
祭
政
一
致
と
か
八
紘
一
宇
と
か
い
う
国
家
神
道
で
あ
り
、
こ
れ
が
軍 

 

国
主
義
、
国
家
主
義
と
結
び
つ
い
て
世
論
を
席
捲
し
、
前
記
の
重
大
事
件
を
惹
起
す
る
と
と
も
に
、
あ
る
い
は

国
体
明
徴
運
動
と
な
り
、
あ
る
い
は
大
政
翼
賛
運
動
と
な
つ
て
、
大
政
翼
賛
会
と
翼
賛
政
治
会
を
発
足
せ
し
め

て
、
時
の
権
力
者
に
対
す
る
批
判
的
な
声
は
一
切
こ
れ
を
弾
圧
し
、
国
民
生
活
を
意
の
ま
ま
に
統
制
、
強
圧
す 

か
い
つ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
次
第
に
狂
信
的
な
も
の
に
発
展
し
、
つ
い
に
大
東
亜
戦
争
に
突
入
し
て
し
ま

た
よ
う
に
、
わ
が
国
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
つ
て
再
び
過
去
の
轍
を
踏
む
に
い
た
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。 

九 

 



 

六 

宗
教
法
人
が
、
お
布
施
ま
た
は
お
賽
銭
等
の
名
に
お
い
て
収
得
し
た
金
品
を
政
治
活
動
ま
た
は
政
治
資
金
に

充
当
し
た
場
合
に
お
い
て
、
税
法
上
こ
れ
を
課
税
対
象
外
に
置
く
と
い
う
こ
と
は
、
宗
教
法
人
の
本
質
、
目 

 

的
、
性
格
お
よ
び
機
能
に
照
ら
し
て
、
合
理
性
と
妥
当
性
を
欠
く
も
の
で
あ
る
。 

る
独
裁
政
治
を
実
現
す
る
に
い
た
つ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
の
貴
重
な
教
訓
は
、
肝
に
銘
じ
て
忘
る
べ
き

で
は
な
い
。 

創
価
学
会
お
よ
び
公
明
党
の
宗
教
的
活
動
お
よ
び
政
治
的
活
動
は
、
時
代
こ
そ
異
な
れ
、
こ
れ
を
放
任
す
る

と
き
は
、
過
去
の
わ
が
国
や
諸
外
国
に
見
ら
れ
る
神
権
政
治
を
復
活
し
、
一
宗
専
制
、
一
党
独
裁
を
実
現
す
る

に
い
た
る
お
そ
れ
な
し
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
政
府
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
慎
重
に
対
処
す
べ
き
も
の
と
考

え
る
が
ど
う
か
。 

政
府
は
、
こ
れ
を
法
人
税
の
課
税
対
象
と
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
も
の
と

考
え
る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
、
そ
の
実
施
に
つ
き
前
向
き
積
極
的
に
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
る 

一
〇 

 



 

 

一
一 

が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


